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統一を遂げ 2 世紀にわたる鎖国から開国までの日本の変化を観る。 










                                                   




脅威を川柳に残したもの. じょうきせんは上等のお茶のことで 4 杯も飲めば寝られない. 
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1904 年 2 月 10 日、日本がロシアとの戦争に踏み切った日、伊藤博文はヨー
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第六章 21 世紀の岡倉天心では、2010 年ニューヨークシティミュージアムが
開催した SAMURAI IN NEW TORK 展の資料から幕末の侍の様子とアメリカ
人の異文化交流を観る。 
また 2009 年に出版された Tim Cross ,〝The Ideologies of Japanese Tea″、












































                                                   





























学者．1841 年出漁中に漂流し、アメリカ船に救助され米国で教育を受け 51 年帰国. 土
佐藩、幕府に翻訳・航海・測量・英語の教授として就任. 後に岡倉が入学する開成学校
教授. 












第 1 節 アメリカ艦隊ペリー来航 
1853 年、アメリカ東インド艦隊司令長
マシュウー・ペリーは開国を求めて浦賀
に来航し、1 年後の 1854 年 3 月 8 日(嘉

























商条約の締結が必要であった。そこでハリスが幕府と交渉して 4 年後 1858 年
に日米修好通商条約を締結するという段階を踏んだのである。 
 







や蚕種（蚕の卵）の輸出も始まり 1867 年には生糸が全輸出量の約 50％、蚕種









（ペリー提督・横浜上陸の図（ハイネ原画）  月 1 日で、この時の諸外国との貿易
の舞台は横・長崎・函館の三か所で、1864 年には輸入と輸出とは肩を並べ 1868
年（明治元年）には輸出価格が約 1769 万ドル、輸入価格が約 1239 万ドルに達
した。1860 年には輸入貿易が活性化し、注目すべきは他の綿製品や毛織物とと
もに船舶・武器等が輸入されていることである。1864 年には輸入と輸出とは肩
を並べ 1868 年（明治元）には輸出価格が約 1769 万ドル、輸入価格が約 1239




































は開国後 1871 年の岩倉使節団の外交につながる貢献となった。 
 





る。1543 年種子島に漂流したポルトガル人の鉄砲伝来に続き 1549 年のイエズ
ス会士フランシスコ・ザビエルが渡来し、それに続く多くの宣教師達が支配者か
らの布教を目的として戦国大名と交流を行った。その中でジョアン・ロドリゲス
の報告をまとめた『日本教会史』には、当時の日本社会が詳細に記録されている。     
 

























































































































































































このバランスが崩れるのが 13 世紀の元寇である。元は 13 世紀に中国の北方の
民族出身のジンギスカンが大帝国をたて、その孫モンゴル帝国第 5 代フビラ
イ・カーンが中国を平定して国号を元として建てた中国王朝の一つである。元

























                                                   
60 元寇：蒙古襲来. 元王朝のフビライが日本の入貢を求めたが鎌倉幕府に拒否されたため
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63 元（1271-1368）：フビライが建国した東アジアの大帝国。 
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1858 年の日米修好通商条約の第十四条（末条）に、「本条約は 1859 年 7 月




















                                                   
73 宮永孝, 2005,『万延元年遣米使節団』（講談社）p.293 



























































                                                   










































第 2 項 文久二年の遣欧使節団：ヨーロッパ 













使節団は 1862 年 1 月に江戸を発ち、4 月 3 日にマルセーユに到着、パリ（4
月 7 日～29 日）、イギリス（4 月 30 日～6 月 12 日）、オランダ（6 月 14 日～7





月 16 日）、ドイツ（プロイセン、7 月 17 日～8 月 5 日）、ロシア（8 月 8 日～9
月 17 日）を訪問しその後は岐路を辿り、再び、ベルリン、パリを通過し、リス













































第 3 項 その他の使節団 






（1864 年第 2 回遣欧使節一行とスフィンクス）  中でも 1864 年の池田筑後守長発
                                                   













































































（文部省入省の頃の岡倉覚三）     える事ができる。前半生は、幕末の横浜
での誕生から東京大学でのフェノロサとの出会いによって始まる日本美術への
覚醒と、1880 年の卒業と文部省入省、1886 年の欧米視察旅行、1890 年の東京
美術学校校長就任と東京帝国博物館理事兼美術部長から 8 年後の 1898 年東京
美術学校校長罷免迄の 36 年間と、官僚を罷免され下野した後の自由な行動に
動く 6 年間を加えた日本における 42 年間である。後半生は 1904 年に渡米して
マサチューセッツ州北東部のボストン美術館を拠点とした国際的活躍から
1913 年に逝去するまでの 9 年間のアメリカ時代である。第 2 章では近代化日
本における美術行政を官僚として遂行した岡倉の前半生に焦点をあてる。 
 
第 1 節 コスモポリタン天心岡倉覚三 
岡倉覚三は、1862 年（文久 2）12 月 26 日横浜82本町の貿易商石川屋（岡











数え年 12 歳で官立東京外国語大学に入学後、1875 年 14 歳で東京開成学校
に給費生として入学したが、開成学校は東京大学と改称され、1877 年 4 月東
京大学文学部第二年級第一課に移籍した。この年の 6 月、エドワード・モース














 1886 年 2 月、図画取調掛主幹となり、9 月美術取調委員としてフェノロサと
共に欧米視察旅行に出発し、各地の美術、美術行政、学校制度などを視察し、
National individuality が一国の統一の大原案であると九鬼宛の手紙で報告す











する。翌年 29 歳の若さで校長に就任し、1898 年に校長を解任されるまで、西
洋画と日本画との対立の中で美術行政に敏腕を振るう。数年後の日本と中国清
との戦争前夜 1893 年 7 月、岡倉は弟子の早崎梗吉を伴って不穏な中国奥地に視
察に入り 12 月に帰国する。この調査で彼らは洛陽近辺で大仏像群を発見し、帰
国後「支那の美術」を報告する。ここから岡倉の中国美術蒐集への足がかりが始







1901 年、経営不振の「日本美術院」をほうり投げて突然インドへ約 1 年の遊
学に出かけ、帰国後 1903 年『東洋の理想』86（The Ideals of the East）をロン
ドンのジョン・マレー社87から出版する。岡倉の東京美術学校校長の解任から、
1904 年 2 月のアメリカへの到着までの 6 年間は彼の人生の岐路に立たされた時
期であり、アメリカボストン市における彼の行動の複雑さの前触れとして注目
すべき時代である。 
                                                   
84 創刊号に「円山応挙」、第二号に「狩野芳崖」を発表. 
85 当時の金額で 2 万円をビゲローは岡倉に送金した. 










をもたらした。11 月には第二番目の英文著書『日本の覚醒』（The Awakening of 
Japan）をニューヨークから出版89し好評を得て、『東洋の理想』と共に岡倉の名
を世界に知らしめた。 
1905 年 2 月、岡倉は帰国の途につき、『国華』の発行権を売却して債務を整理
し体調を整え 10 月ボストン美術館に帰任する。この後毎年、6 カ月を同館で執
務する契約を結ぶ。この年五浦（いずら）を増築し、六角堂90を庭先の岸壁に立
てる。1905 年 9 月、日露戦争は第 26 代アメリカ大統領 T・ルーズベルトの斡
旋によりポーツマス91で講和条約が成立し、日本の存亡の危機は勝利92をもって
回避された。 






                                                   
88 日本美術院の弟子達、横山大観、菱田春草、六角紫水はニューヨークでの展示を目的と
していた. 













1908 年 6 月、パリのルーヴル美術館でフェノロサと再会するが、旧交を暖め










.1910 年 4 月東京帝国大学文科大学で東洋美術史について講義し、7 月には文
展の審査委員に任じられたが渡米のため辞退。9 月渡米後 10 月ボストン美術館
中国・日本部のキュレーター94に任命され承諾する。 





6 月帰国後 8 月インドに出発しカルカッタでプリマムヴァダ・デーヴィ・パネル
ジー夫人96と出会う。11 月ボストン美術館に帰任、マサチューセッツ市の保養
                                                   
94 岡倉は 1904 年のボストン美術舘面接でキュレーターを打診されたが、その器ではない








1913 年 2 月、詩劇「白狐」（the White Fox）を
イザベラ・ガードナー夫人に献呈する。8 月遣
米交換教授の推薦を牧野伸顕よりうけ受諾す







（「菩薩坐像」2011.1.撮影）    倉に分骨された。 
 
第 2 節 『国家論』の背景 





第 1 項 政治と外交 
日本の開国は、外交に不慣れな日本にとって言葉においても駆け引きの激し
い外交面においても、欧米の不平等条約を締結させられた結果となり幕府の負
担は増していく。不平等条約改正は 40 年後の 1911（明治 44）小村寿太郎の条
約改正まで引きずることとなり、日本は戦略的政治外交が急務であった。中国
                                                   
97 ウイリアム・スタージス・ビゲローとジョン・エラートン・ロッジによる追悼文が『ボ

































































それはこの時代を生き抜いた岡倉覚三の生きた 50 年の人生そのものである。 
 
第 3 節 『美術論』の背景 
1882 年（明治 15）年には東京上野に、コンドル設計の「博物館」99（館長















（町田久成 前列中央 薩摩藩英国留学生）  は危機的状態に陥っていた。そこで
大学大丞町田久成（1837-97）らの建言により 1871 年（明治 4）に「古器物保
存方」を設けて全国の古文化財の調査を行い、1882 年（明治 15）年には東京上
野に「博物館」（館長町田久成）が開館した。また外国人教師ゴッドフリート・





























の習得を目的とする英国への親善使節団と留学生の派遣を決定し、1865 年 3 月
久成は使節の副使として鹿児島を出帆したが、幕末藩の財政が逼迫し 1867 年に
                                                   




















ではすでに攘夷から開国に転換していたが、アルフレッド王子は 7 月 22 日に
軍艦ガラティア号で横浜港に到着し、天皇との謁見をはじめとする第一級の接



































視の同意を得て町田の博物館をつくる方向に賛同し、1877 年(明治 10)11 月第一






























                                                   


























































                                                   
104 堀田勤吾著, 2001,『名品流転』日本放送協会 p.84 
























1878 年 7 月 20 日、フェノロサはセ―ラムから日本に向けてアメリカを後に
し 8 月 9 日に横浜に到着した。翌 10 日に東京大学法理文学部と正式の契約をむ
すんだ。雇い期間は 1880 年まで 8 月 9 日までで東京大学との契約は 2 年であ
り、その後 2 年ごとに契約を更新し、東京大学には四期 8 年間、明治 19 年 8 月
まで在勤している。フェノロサの哲学史はデカルトに始まり、スピノザ、ロック、
                                                   















フィラデルフィア万国博覧会は、ボストン美術館の創立より 2 カ月前の 1876
年 5 月 10 日から 11 月 10 日迄建国の町フィラデルフィアで開催された。博覧
会への参加国はイギリス、フランス、オランダ、ノルウェー等ヨーロッパの国々
の他、ブラジル、中国（清）、日本である。ハーヴァード大学神学部の大学院に









                                                   
107 山口静一、1982,『フェノロサ・上－日本文化の宣揚に捧げた一生』三省堂 p.55 



























                                                   
109 ほかに『日本その日その日』がある. 
















フェノロサは 1880 年（明治 13）に初めて関西に旅


























として仰ぐようになり 1885 年（明治 18）の秋、帰依を決意し,ビゲローととも
に菩薩戒をうけた。戒を授けたのは、桜井敬徳である。岡倉はもともと仏教徒
であったが、この時正式に戒律を守ることを誓って 9 月 15 日桜井敬徳から法
号の「雪信」を授かった。その六日後 9 月 21 日に同じように戒律を受けて仏
教信者になったフェノロサの法号は「諦信」、ビゲローは「月心」113である。
彼ら 3 人は天台密教を通してさらに深く親交を深めていたのである。 
ビゲローは東京に家を購入して住み、フェノロサとの連絡をかかさなかった
114。後にボストンで岡倉の擁護者となるガードナー夫人も、モースの講演を聞
いて 1883 年 6 月 18 日世界旅行の途上に夫と共に横浜に到着し、彼らはビゲロ
ーに迎えられている。この頃のアメリカにおける日本文化への理解は非常に低
かったため、日本の美術品に興味を持つ知識人達にとってモースの講演は貴重






                                                   
113 久我なつみ,1999,『フェノロサと魔女の町』河出書房新社 p.100 
114 堀岡弥寿子『 岡倉天心―アジア文化宣揚の先駆者』 
71 
 
第 4 節 文部省官僚時代（1880-1898）の美術行政 
























                                                   
115 茶道と茶の湯の違いについて、京都大学「心茶会」の倉澤行洋教授は、「茶の湯」とは





























                                                   
っている」と定義する。（『茶の湯文化学会 十七号』） 
116 茶道誌『茶道月報』 
































第 2 項 欧米視察旅行  









充分見て回っている。帰国一週間前の 10 月 4 日に東京美術学校が設置され、
1889 年（明治 22）2 月 1 日東京美術学校が開校した。視察旅行ではボストンに
も立ち寄りフェノロサは故郷のセ―ラムで日本での活躍を報じられている。岡
倉はドイツ・フランス・イギリスの三国がそれぞれの国の特徴を維持しているこ































第 3 項 東京美術学校校長就任 








                                                   
























第 4 項 シカゴ万国博覧会への参画 















DEN(Phoenix-Hall),AnIllustrated Description of World’s Columbian 
Exposition, Jackson Park, Chicago を作成し、東京美術学校が室内装飾、帝国 














第 5 項 中国視察旅行と「生涯の予定表」 








（中国旅行行程）              早崎梗吉らと共にシナ服にあらため
辮髪をつけて清国人に変装し中国奥地まで調査に入った。北京に着くまで惨憺





                                                   
120 色川、1995『岡倉天心』中央公論社 p.26 













っかけに 1894 年 6 月、日本は朝鮮に出兵し清軍と 7
（龍門の石窟の部分）    月戦闘を開始して 8 月 2 日に宣戦布告した。日本の
















































第 3 章 アメリカへのターニングポイント―空白の 6 年 
はじめに 












第 1 節 東京美術学校校長罷免の謎 
1898 年 3 月 21 日「築地警醒会」の名で、岡倉を中傷する怪文書が配布され
た。西園寺文相122 率いる文部省は即刻校長更迭内定の措置をとり、同月 29 日






                                                   
















第 1 項 解任の予兆(1896 年)   




































（黒田清輝 中段真中）           に一回の割合で美術学校や私宅で岡
倉と会合し、7 月 6 日には美術館の油彩画も観に行きこれを含めて十数回の会
合を行ったことがわかっている。また岡倉はパリ万国博覧会のための臨時博覧
会事務局評議員に内閣より 1896 年（明治 29）に任命されていたため、2 月には
黒田は岡倉とパリ万博の出品について話し合い、翌年までに少なくとも 7 回個




                                                   





























                                                   
125 明治 30 年 10 月の『世界之日本』20 号に掲載された評論 
126 『異界の海』p.222 


















































任命され、古美術保護行政は制度的に大きく前進した。重ねて岡倉は 10 月 29
日付で博物館学芸員にも任命された。しかし「古社寺保存会」を上司九鬼隆一129





                                                   







後「古社寺保存法」は 1929 年（昭和 4）に「国宝保存法」となり 1950 年「文
化財保護法」となった。その理由は法隆寺金堂壁画が 1949 年に失火により消滅
したことが原因とされている。 








である。前夫人との離婚裁判に敗訴したものの 1895 年 12 月にはニューヨーク







































                                                   
130 村形明子編訳、2008、『フェノロサ夫人の日本日記―世界一周・京都へのハネムーン、
1896 年』ミネルヴァ書房 p.179-180 



























1886 年から 87 年にかけて岡倉とフェノロサが政府から命を受けた欧米視察
                                                   
























たま 6 月 1 日、出立を目前にした金子のところへ訪ねてきて、友人であるセオ
ドア・ルーズベルトについてアメリカの未来の大統領になる信頼できる人物で
あり、渡航の機会に彼と親交を結ぶことを希望する、と助言したのである。1904























ズベルトが 1900 年に副大統領に当選し、1901 年 W.マッキンリー大統領が暗殺
され、ついに同年 9 月には副大統領ルーズベルトが大統領に昇格した。 
 
第 2 項 東京美術学校校長罷免 
岡倉は 1898 年 3 月 29 日に東京美術学校校長を突然罷免された。 
東京美術学校校長と帝国博物館理事兼部長の両職は、岡倉が欧米視察旅行から
帰国後、フェノロサと共に準備に邁進、奮闘して 1889 年（明治 22）2 月に東京
美術学校が開校し、5 月には東京博物館が帝国博物館と改称された時に同館理










反発が 1898 年 3 月 16 日の帝国博物館総長の更迭問題となった際、総長の椅子
に固執し博覧会副総裁を辞任することで帝国博物館総長の地位を固守した。 
一方岡倉は九鬼の更迭の翌日17日に宮内大臣あてに帝国博物館理事兼美術部長


















確かである。     
西園寺は第二次伊藤内閣退陣後の 1896 年 11 月に渡仏し、ほぼ同じ時期に伊
藤博文は英国ヴィクトリア女王即位60年祝典に参列する有栖川宮威仁親王に随
行し、祝典終了後に個人の資格で英・仏・伊・墺各国有力政治家を訪問している。





















編纂に携わり岡倉辞職と共に辞職した関如来137が、1898 年 3 月 21 日から 5 月
にかけて書いた「美術界波瀾の真相」その他に明らかであり、事態の推移を克明
に把握していたが、最も根源の問題に触れるのは避けているように見えるとい




                                                   



























能になり日本にとってかなりの脅威となった。1898 年 3 月にドイツは膠州湾を
租借し、4 月にはアメリカがスペインに宣戦布告し米西戦争がおき、6 月に入る
と「英清九龍半島租借条約」、7 月には「英清威海衛租借条約」が成立しイギリ
                                                   


























                                                   
140 中村菊男, 1970,『伊藤博文』p.170-172 








した。東清鉄道は 1901 年 11 月に全通し 1902 年、ロシアは日英両国144に遠慮
するかに見せかけて清国との間に満州還付に関する条約を結んだが、撤兵期日





















罷免前の 1897 年の半ば頃の 36 歳の父天心を一雄はこう回想している。 
「不羈とも放縦とも、言はふやうなき狂態に始終して、まったく世間の
                                                   
144 ロシアのアジア進出を牽制する目的で日本とイギリスとの間に締結された軍事同盟. 
145 おうりょっこう：挑戦と中国東北部との国境をなす川. 朝鮮第一の長流. 




























                                                   
147 『岡倉天心全集 1』平凡社 p.457 
148 1895 年 4 月 23 日にフランス、ドイツ帝国、ロシアが日本に行った勧告 
98 
 























に戻り知事選に出馬して 2 年後の 1900 年に副大統領に選出されたが、マッキン


























第 2 節 想定外の「日本美術院」創設 
岡倉が校長罷免を命ぜられるや否や、天心に従って橋本雅邦以下 17 名に及ぶ
教授が連袂辞職を決行した。それに伴い 7 月 1 日「日本美術院」創設の趣意を



















承と、新しい日本画の創作に力を入れた。開校当初、1898 年（明治 31）11 月
から仙台を皮切りに、盛岡・秋田・大曲・横手と地方巡回展を開催し、岡倉は各
地で公演する149。翌年 2 月には福岡展、1900 年 9 月には新潟展、1901 年には
神戸・前橋・岡山・津・高松・10 月には和歌山、そして札幌と精力的に巡回展
を開催している。後に朦朧体 といわれる新しい絵画手法が世間から批判を浴び
たこともあり、設立から 3 年後には経営が行き詰り、このような状況の中で 1901
年突然インドへ 1 年間の遊学に出る。 
  




                                                   






















1901 年 10 月 21 日、ミス・マクラードと共に東京を後にし、12 月下旬にコロ






































































じて彼らは覚醒して 1902 年 3 月には革命的組織「アヌシラン・サミティ」が結
成されて、其の中心的存在がスレン達であった。岡倉は激しい怒りをあらわして
『東洋の覚醒』を書き、その後、この激しさを極力おさえてスタンダードな『東






















（THE IDEALS OF THE EAST ）    社に送り153、帰国後の 1903 年に出版され
                                                   












1903 年（明治 36 年）2 月に英国のロンドンのジョン・マレー社から出版さた
原題 THE IDEALS OF THE EAST WITH SPECIAL REFERENCE TO THE 















                                                   

























































                                                   
157 毘盧遮那仏に同じ.  旧約（くやく）華厳経で用いられた音写語. 華厳経などの教主
で、万物を照らす宇宙的存在としての仏．密教では大日如来と同じ.  



















在であると総合的に Asia is One を語る。 
 


































中国の王朝の歴史の中で、500 年続いた周王朝を紀元前 221 年ごろ吸収した
秦は、周代の初期の帝王の下で馬の飼育に携わり、御者を務めながら 600 年の
間に徐々に増大してついに権力を握った国であり、「中華」の名称は秦帝国の辺
                                                   






























                                                   
162 書籍を焼き捨てること.  
163 漢王朝：紀元前 202－紀元 220 
164 シナ（新の国）：岡倉は秦、新を共に Shin と表記している。英語の China は現在では   




























                                                   
165 色川大吉『岡倉天心』中央公論社、1995,p.131 
166 無著（むじゃく）.インドの学僧.(375-430 頃) 















































第 4 項 『東洋の覚醒』と『東洋の理想』―「本音」と「建前」 









                                                   
168責任編集 色川大吉『岡倉天心』中央公論社 pp.179 





























































































第 4 章  Okakura’s  America―「ボストンデオカクラガハタシタシメイ」 
はじめに 
岡倉の 1904 年から 1913 年までの半年毎のアメリカ滞在は五回を数える







題」（Modern Problem in Painting）を臨時講演する機会を得て、日本の惨状
を抗議し観衆の心をつかむ。そして 11 月英文著作の第 2 作目『日本の覚醒』
をセンチュリー社から出版しアメリカ世論を捉える。同じく 11 月にはルーズ
ベルトが再選し岡倉の英文著作による広報外交や個人的な交流は順調に継続さ












                                                   








立場を National Individuality として執行した岡倉にとって、伊藤博文との関
係は、フェノロサ夫妻の帰米後も継続していたと考えられる。現に伊藤は金子よ










1905 年 9 月 5 日のアメリカのポー
ツマスで講和条約が締結した約 1
（伊藤博文と黄海海域で交戦中の日本艦隊）  年 7 カ月間の戦いであった。 
日本がロシアとの戦争に踏み切った理由は、1904 年の 1 月になって、日本は戦
費を外債により賄うとの方針がほぼ固まったこと、日本が英国の仲介でアルゼ
































                                                   
172 松村正義『日露戦争と金子堅太郎』新有堂,1980 
173  横山大観『大観自伝』講談社学術文庫 p.62「渡米出帆の日」より. 
120 
 

























                                                   


























































































                                                   

























（ケンブリッジのオリ＝ブル邸）       スケッチブックに仕立て、約 2 カ月間に二
                                                   




180 1904 年４月 29 日付 ニューヨーク・タイムズ紙 




万 2 千ドル、一番安くて 3 千ドルとした。日本では 20 円（10 ドル）の値段し
かつかない彼らの絵に、岡倉の指示通り高価格を付けたのである。センチュリ
ー・アソシエーションでの展覧目録によると、絵は 3120 ドルを筆頭に、平均
1200 ドルで大観は 10 枚、春草は 5 枚が売れた。売買された金額は莫大なもの




















                                                   
182 2001,『名品流転』日本放送出版協会 p. 190-191 






期間は 11 月 17 日から 28 日迄で、大観 25 点、春草 21 展、英国から下村観山











ら 来 た 若 い 画 家
1904.11.11 ガードナー夫人への茶会招待状（B. P. L より.2011.2 ) たちのアメリカで
の即売の成功もあって開催されたことは、新しい日本画と日本らしさをアメリ
カで問い、受け入れられたといえる。ボストン美術館日本部の活動として 1905






                                                   
185 茶碗や陶器の茶入れなどを絹の布で包む袋のこと. 
186 岡倉天心, 1980,『岡倉天心集 2』平凡社 p.491 




第 2 節 ボストン美術館就任188 
ボストン美術館（MFA）は、1876 年にコプリ
ープレイスに正式に美術館として開館し、収
蔵品の増大にともない 33 年後の 1909 年、当
時急速なテンポで発展しつつあった現在のバ
ックベイのハンティントン通りに移動した。
神殿風の建物の設計は G・ローエルによ   










（ハンティントンの新 MFA,）  するボストン美術館を誇る。 





後 5 年を経た 1870 年に起こった。当時文化の中心はアセーニアム（学芸協会）
であったが、貴重なコレクションが 1869 年に寄贈されることになり、また、ハ
ーヴァード大学のハーヴァードカレッジでも所蔵品を「展示する場所がない」と
                                                   























（MFA 紀要 1906.4  中国・日本部 Okakura Kakuzo） ナー夫人のもとを訪問しボス
トン社交界の花形への挨拶を終えた後、ビゲローの紹介状をもってボストン美
術館面接を受け、現職のキュレーターのチャルフィン190の代わりに職に就いた
                                                   








のである。チャルフィンは 1905 年まで MFA の紀要に東洋部のキュレーターと
してモースと共に名前が記載されていた191。 
 1905 年 10 月の中国日本部にはモースの名前が記されているが、同年の 5 月






















1911903 年 March から始まるボストン美術館紀要 Vol.1-no.1 と Vol.I-no.2, May には、
Department of Japanese Art― Curator pro tempore に Paul Chalfin が、Keeper 
of Japanese Pottery に Edward. S. Morse の名が記されている. Vol.1-no.3, July から 
Chalfin は Curater に昇格する. 1904 年 Vol.II-no.1 から部の名称が Department of 
Chinese and Japanese Art に変更される.1904 年 5 月の紀要（Vol.II-no.3）に、‟The 
Museum has secured the service of Mr. Kakasu（ママ）Okakura…”とあり、彼の採
用を報告している. 1905 年の 10 月からチャルフィンの名は消え、モースの名だけ残る. 


















































にローウェル協会で行った日本についての連続講義であった197。1982 年 5 月に






ようなコレクションを MFA にもたらすことができた背景には、父親が MFA の
有力理事であり、美術館として成功するための自覚を自ら持ち、個人的には日本
                                                   
196 Isabella Stewart Gardner（1840-1924）：アメリカの大富豪. 若い頃から美術に興味を
持ち、ヨーロッパ旅行などで美術品を蒐集し、ボストン時代の岡倉に大きな庇護を与
え、生涯深い交流を持った.自宅兼美術館としてガードナー美術館（フェンウェイ・コー
トと呼ばれた）を 1903 年 1 月 1 日に設立. 
























(ジョン・ㇻファージ)         ァージは、彼のために日本美術院の二度の
海外展を準備し、セントルイス万国博覧会における代理講演を岡倉に提供した
人物である。9 月 24 日、セントルイス万国博覧会の藝術・科学会議において絵
画における近代的課題」“Modern Problems in Painting”のテーマの講演は、
美術・科学のセクション C であり、近代美術の部門で行われたものである。 




セントルイス万国博覧会はルイジアナ買収 100 周年を記念して 1904 年 4 月
























                                                   
199 岡倉天心,1980,『岡倉天心集 2』平凡社 p.62 
200 堀岡弥寿子,2000,『岡倉天心との出会い』近代文芸社 p.87 
201 横山大観『大観自伝』p.73  
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クに戻り知事選に出馬して 2 年後の 1900 年に副大統領に選出されたが、マッキ




ンリーが暗殺されたため、1901 年ルーズベルトは 42 歳で大統領となった。 










（HARVARD UNIVERSITY ARCHIVES より 2011.3） 閉ざすようになった。岡倉は
3 月 2 日ニューヨークに到着後これを知る。このような状況の中で、彼は７月に












                                                   





























                                                   


























のが精いっぱいであった。   
金子が入国してからホワイト・ハウスでの大統領との会食は、1904 年 3 月 28
日、6 月 7 日、12 月 19 日の 3 回にすぎない。渡米の表向きの目的は、セントル
                                                   
206 松村正義, 1987,『日露戦争と金子堅太郎 広報外交の研究 』p.11 
140 
 
イス万国博覧会の視察となっているため、6 月 9 日にセント・ルイスに到着し 2
週間視察のため滞在し、7 月 1 日には休養を兼ねてメイン州のハープスウェル




動をとっている。彼はついに渡米から 1 年たった 1905 年 2 月 10 日、小村寿太
郎外相に一時帰朝の希望を発電するに至ったが、翌日小村外相は金子の一時帰
国の希望表明に対し、暫時待機をもとめる返電を送ったと記録されている207。 
岡倉は 2 月に帰国の途に就いていた。金子は 2 月 14 日、共和党大会に出席の
ためニューヨークに来訪したルーズベルトと、ルーズベルトの妹宅で会談する。
26 日、大統領とホワイト・ハウスで懇談するも、日露間の平和斡旋に「暫ク超
然ノ態度ヲ採リタシ」と告げられる。3 月 20 日のルーズベルトとの午餐会では、
何故か日本美術収集家のビゲローもこの会食に陪席しており、引き続きタフト
陸軍長官も交えて同大統領と懇談する。ビゲローは政治も語るのである。 
金子は 5 月 28 日、午後 11 時にニューヨークの鈴木随行員より、日本艦隊大
勝利の電報に接し、6 月 7 日の正午、ルーズベルトと午餐を共にし、同大統領か
ら樺太島の占領を勧告される。14 日、再び首府ワシントンに入り、ルーズベル






から、日本の対露講和条件に関する前日付親書を受領。8 月 7 日、オイスター・
ベイのサガモア・ヒル邸に再びルーズベルトを訪問する。14、18、21 日と同邸
                                                   



























年の 11 月に出版されたこの本は、8 月に極東派遣を決定されたロシアのバルチ
ック艦隊が 11 月 3 日に北アフリカのタンジールに入港し、4 日には米国大統領



























第 4 節 時を得た『日本の覚醒』出版―黄禍と白禍 































                                                   





オ・ハーンの著(その最後の作、‟Japan Attempt at Interpretation”)と共に、‟

















































































                                                   
211 岡倉天心, 1968,『岡倉天心 明治文学全集 38』筑摩書房 p.52-53 




























                                                   
213 同上 p.103 

















第 3 項 女性問題への言及 
『日本の覚醒』に書かれたもう一つの特徴は、女性の権利についての問題であ









                                                   
215 岡倉天心, 1968,『岡倉天心集―明治文学全集 38』筑摩書房 p.230 





















彼が『茶の本』の第一章と第二章となる‟The Cup of Humanity” を雑誌

























ー社から『日本の覚醒』の出版後、翌年 1905 年 2 月には The Cup of Humanity
の論文をフォクス・ダフィールド社の雑誌 International Quarterly に発表して
いる。これは 1906 年に 5 月の出版となる『茶の本』の第一章と第二章と全く同
じ論文であることから、『茶の本』は少なくとも 1905 年 4 月以前に書かれたと
先行研究では言われているが、筆者はその構想はセントルイス万博の臨時講演
依頼された「絵画における近代の問題」を発表した 1904 年 7 月に現れていたと



































                                                   
218 松村正義, 1980,『日露戦争と金子堅太郎』新有堂 
152 
 






































第 1 節 臨時講演「絵画における近代の問題」 































































































































































ない空間にあると指摘したことをあげる（第四章 The Tea-Room へ）。 
同様に絵画の実態は昨比に内在する美にあるのであって、われわれが歴史意
識の棚に好んで整理するような流派や時代の名前の中にあるのではないと、分







章 Flowers へ）」 
この講演の 2 カ月後に『日本の覚醒』227がニューヨークから出版されたが、
この本は欧米を席巻していた黄禍論に対して、白禍論で反論する等、西洋に対す
                                                   
227 『日本の覚醒』は 1904 年 11 月に出版されたが、本書の原稿は 1903 年から 04 年の前半に



























                                                   





























第 1 項 「禅」と「道」 
「禅」について、岡倉は『茶の本』の第二章の終りで、 
                                                   





Teaism was Taoizm in disguise.（茶は身をやつした道家の教であった） 
と第三章 Taoism and Zennism に続ける。そして第三章の終りに 




















































                                                   
236 間髪を入れず 
237 泉田宗健（いずみだそうけん）：松源院住持、「犀の角の如く一人歩め―澤庵―剣禅一如―不








































第 2 項 茶の歴史 
茶道は「チャドウ」「サドウ」とどちらにも読める。中国でははじめは荼（タ）
とよばれ、さらにチャとなり、シルクロードでヨーロッパとの交流でシャ、英語















                                                   























































































































































Interenational Quarterly には 4 月に
発表された。この時点で日露戦争は継
続中であったため、のちに『茶の本』










（Interenational Quarterly の表紙） り雑誌 International Quarterly の目次に、














ったのである。The Cup of Humanity
を雑誌に掲載するときの契約で、欄外
に「1905 年、全版権所有者はフォッ
（International Quarterly の第 1 章）    クス・ダフィールド社である」258と但











                                                   
257 後の『茶の本』の第二章のこと. 1905 年 2 月に脱稿した The Cup of Humanity にはⅡ
としてこれが含まれていた. 帰国後第三章以降が付け加えられた. 
258 堀岡弥寿子『岡倉天心との出会い』近代文芸社, 2000, p.95 
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第 3 項 Teaism と Tea‐Cult：近代と前近代 




章 The Cup of Humanity の Teaism は他の章の 1~2 回に比べて特別回数が多
い。Teaism は岡倉の造語であり、伝統的な「状態の茶」を近代的な「一点集中
の茶」にし、日本人の茶道を Teaism をとして定義する。さらに「死の術」に対
して「生の術」を語る Teaism、「暗示する術」、「ユーモア」の Teaism と自由に
発展させる。 
その一方で、茶道の精神にもとづく基本概念「和・敬・清・寂」を、この文章






In our common parlance we speak of the man “ with no tea” in him, 
                                                   
261 河合祥一郎訳, 2010,『不思議の国のアリス』角川書店 p.180 
174 
 
when he is insusceptible to the serio-comic interests of the personal 
drama. Again we stigmatize the untamed aesthete who, regardless of 
the mundane tragedy, runs riot in the springtide of emancipated 








You may laugh at us for having “ too much tea”, but may we not 





騒ぎ（much ado about nothing）』『あらし（tempest）』が隠されていて、岡倉
の言葉遊びの「しゃれっ気」を見せている。 
The outsider may indeed wonder at this seeming much ado about 





彼はこの中で Teaism と Tea-ceremony を使い分け、さらに Teaism―Taoism と


















と開国前の徳川時代 200 年の鎖国を肯定する、と岡倉は反論する 










                                                   














































































































第 4 節『茶の本』の出版－With a smile 
英文著作の第三冊目となる『茶の本』は、1906 年 5 月にニューヨークのフォ
ックス・ダフィールド社から出版された。構成は第一章 The Cup of Humanity、
第二章 The Schools of tea、第三章 Taoism and Zennism, 第四章 The Tea- 






を深めた。そしてインド各地を回る間に‟The Ideals of the East"264、その翌年
































ていることから、第一章の The Cup of Humanity は『茶の本』全体に貫かれる
「変化」を導く章である。 
 






















































































































茶道 Teaism は Zennism の考え方の結果であり、道家は美の理想のためにそ
の根底を与え、禅はそれを実践に移したのである。 
 
































The reality of a room, for instance, was to be found in the vacant space 
enclosed by the roof and walls, not in the roof and walls themselves. The 
usefulness of water pitcher dwelt in the emptiness where water might be 


































































































































取り組むことであると念を押している。さらに 7 月 21 日には、ジョンソンが同
封した生け花に対する論文について、その筆者が生け花について語るのに必要
























ックス・ダフィールド社の雑誌 International Quarterly に記載されることが決
定し、「絵画における近代の問題」と翌年 4 月に同時掲載をする約束で The Cup 






                                                   






















旅を続けるのです」の言葉で最終章 Tea-Masters へと引き継ぐ。 
 
第 7 項 Tea-Masters：一陽来復 
近世の茶を大成したのは紹鴎に教えを受けた千利休273であり、彼の茶は侘び
茶道をさらに追求し、何気なく存在する自然そのままの美を見いだした。彼らの
















Welcome to thee,      「ようこそ、汝、 
O sword of eternity!      永遠の剣よ！ 
Through Buuddha       仏陀を貫き、 
And through Daruma alike   達磨をも貫いて、 
Thou hast cleft thy way     汝は汝の道を切り開いてきた」 


















































































年後の 1960 年代から 70 年代の高度成長期の日本ナショナリズム高揚と、72 年
日中国交正常化に始まる中国とアジアへの関与を背景に、日本のアジア主義と
近代化批判の始祖として天心が再度メディアに登場した20世紀終盤の時期であ
















                                                   
































以下 77 名の遣米使節団は、1860 年 2 月 13 日（安政七年正月 22 日）横浜を出
港し 9 か月間の太平洋横断の途中、日の丸の旗がマストに翻ったアメリカの迎
船パウアタン号は 3 月 6 日に船舶の修理と燃料補給のためにホノルルに到着し
た。港には二十六艘もの世界各国の船が停泊中であり、彼らはここで初めて目の
あたりにした西洋文明に衝撃を受ける。 
2010 年 8 月 27 日金曜日「ザ・ニューヨーク・タイムズ」（“ When Stoic Samurai 
Faced the Camera” The New York Times, Friday , August 27, 2010）には、〝When 






ると考えられる。また The New York Post は、(2010 年 10 月 31 日付）‟Exec’s 
Japan-pics treasure”と題して、多くのフィルムコレクターから使節団訪問の記
事を掲載し、2010 年 6 月 25 日から 10 月 11 日までニューヨーク市美術館276で










                                                   




















































（日本風景のあるドレス、NCA 資料 2011.2） 














な紙面に日本や日本人について報道した。岡倉はこれから 40 年後の 1904 年に
ニューヨークに到着し、まだこの興奮が記憶に新しい時期に弟子たちとともに
羽織袴に身を包んで報道のインタビューに答えるのである。彼のアメリカ上陸
















こで岡倉が省略した実践的茶道から日本人を捉える 2 冊の本――Tim Cross の
THE IDEOLOGIES OF JAPANESE TEA: Subjectivity, Transience and 




2007 年の Tim Cross の著の THE IDEOLOGIES OF JAPANESE TEA: 














































にする。第六章 Grand Master: Iemoto では、川端康成の『千羽鶴』を例にと
り、家元制度がどのように日本文化に取り入れられたかを歴史的事実にもとづ
いて述べ、家元制度への疑問を投げかける。第七章 Tea Teaching as Power: 


















第八章 Teshigahara’s Rikyu as Historical Critique: Representations, 

































第 3 項 現象としての茶：Making Tea, Making Japan 














日本社会が反映されている。第二章 Creating Tea：The National 
Transformation of a Cultural Practice、第三章 Selling TeaAn Anatomy of 
the Iemoto System、第四章 Enacting Tea：Doing and Demonstrating 




















                                                   
278 表千家、裏千家、武者小路千家 
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岡倉登志「日露戦争前後の岡倉天心」五浦論叢第 12 号 
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